
【認可外保育施設を利用する方へ】 

 

 
 

 

 

幼児教育・保育の無償化の対象となる認可外保育施設は、国が定めた基準（認可外保育施設指導監督基準）を

満たすとともに、区から無償化対象施設として「確認」を受ける必要があります。 

ただし、無償化制度の開始から５年間（令和元年１０月１日から令和６年９月３０日まで）は、経過措置として、 

原則、基準を満たしていない施設についても「確認」を受けていれば、無償化の対象とされており、中央区も、 

この考えに従って無償化を実施しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

【問い合わせ先】 中央区保育課保育給付係  電話 ０３（３５４６）５４２２  

 

令和６年１０月以降 

指導監督基準を満たさない認可外保育施設は 

保育料無償化の対象外となります 

≪無償化の対象となる認可外保育施設≫ 

● 令和６年９月３０日まで 

    区市町村の「確認」を受けた施設 
 

● 令和６年１０月１日以降 

       認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を受けており、 

かつ 区市町村の「確認」を受けた施設 

 

※ 認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を受けた施設の確認方法は、 

裏面をご覧ください。 

  ※ 保育料無償化の補助（施設等利用給付）を希望する利用者の方は、区市町村から保育の

必要性の認定（子育てのための施設等利用給付認定）を受ける必要があります。 

※ 認可外保育施設以外（病児・病後児保育事業、一時預かり事業、ファミリーサポートセンター事業、

認定こども園・中央区立及び新制度移行幼稚園の預かり保育、新制度未移行幼稚園）をご利用の

方への補助は、変更ありません。 

 

 

 

 

 

経過措置の終了に伴い、基準を満たしていない認可外保育施設 

（指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を受けていない施設）を 

利用している場合、令和６年１０月以降は保育料無償化の補助 

（施 設 等 利 用 給 付 ）を受 けることができなくなりますので、 

ご注意ください。 

≪ 裏 面 も ご 覧 く だ さ い ≫ 



【認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を受けた施設の確認方法】 

（例）東京都の場合 ※令和６年４月時点の画面イメージです。 

         検索エンジンで『東京都 認可外保育施設一覧』と検索します。 

２     東京都福祉局のホームページから認可外保育施設一覧をダウンロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        一覧の右端「証明書」の欄にて、証明書の交付の有無を確認します（空欄の施設は補助対象外）。 

 

※令和６年４月１日時点で、児童相談所を区または市で設置している港区、世田谷区、中野区、豊島区、荒川区、板橋区、

葛飾区、江戸川区及び八王子市に所在する保育施設等では、各区市で証明書を交付しています。 

東京都ではなく各区市のホームページ等をご確認ください。 

※現在証明書が交付されていなくても、今後基準を満たし、証明書が交付される可能性があります。詳しくは通園する施

設にお問い合わせください。 

※指導監督基準を満たさなくなり、証明書の返還を求められた場合は、補助対象施設ではなくなります。このため、補助対

象施設であるかどうかは、定期的にご確認ください。 

※施設が区市町村の「確認」を受けているかどうかは、施設所在地の区市町村のホームページ等をご確認ください。 

※企業主導型保育事業は施設等利用給付の対象外です。利用料減額に必要な手続きについては、利用する施設にご確

認ください。 
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